
地域創成リーダーセミナー・イン・九州
―― 受講者募集案内 ――

川崎町の花

○実施主体：地域創成リーダーセミナー実行委員会（川崎町、九州大学地域形成学グループ）

○開催時期

2009年9月5日(土)～2010年2月6日(土)、月２回（土曜日午後1時30分～4時30分）計１３回

○開催場所：福岡県川崎町（川崎町コミュニティ・センター）

○募集人員：２０名程度（若干の超過があっても受け入れます）

○受講料：２万円

○募集対象

地域においてリーダー的な立場・視点から地域の課題に取り組んでいる方々（自治体、企業、メディア、

NPOの関係者など、原則として３０歳代後半以上）

○参加条件

・やむを得ない場合を除き、原則としてセミナーの全日程に参加できること

・メンバー間の親睦、積極的な発言や企画への提言などに積極的に協力してくださること

○問い合わせ先・申込先

川崎町教育委員会社会教育課（セミナー事務局） 電話 0947-72-3000（代表）

○セミナーの目的

リーダーの資質養成を目的とし、そのために必要な「地域社会を生きる知恵」を、参加者と講師陣が力を

合わせて探ります。参加者が抱えている具体的な課題を素材としながら、自力で解答を探り当てるための

発想法や知恵のあり方を、広い視点から考えます。

○セミナーの進め方

受講者主役型ワークショップを中軸に、講師によるレクチャーやコメントを組み合わせて進めます。

セミナー概念図
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地域経済
●地域の共同性(地域で共に生きる)

●希望の力

○講師陣（進行役、レクチャー担当、コメンテーター）＊日程等の都合により、一部変更の可能性があります。

石田正治（九大、国際政治学）、関口正司（九大、政治哲学）、中川憲次（福岡女学院大学、宗教思想）、

鏑木政彦（九大、政治思想史）、前田隆夫（九大・西日本新聞社、地方自治論）、施光恒（九大、政治理論）、

竹島博之（福岡教育大、政治教育）、関源太郎（九大、経済学史）、阿部康久（九大、経済地理学）、

宮地英敏（九大、日本経済史）、豊田謙二（熊本学園大、社会福祉）、稲葉美由紀（九大、社会福祉）



セミナー日程と各セッションの概要

下記の②と③、④と⑤、⑧と⑨、⑩と⑪は、それぞれペアになっています。前のセッションで地域の実情を

踏まえた各論的テーマについて参加者を主役にして話し合いを進めます。この話し合いを踏まえて、後のセ

ッションでは、それを総論的な（より一般的な）観点から捉え直し思索を深めることをめざします。

開講日 セッションのテーマ セッションのねらい

① 9月 5日 開講式・立ち上げワークショップ ○セミナーのねらい、進め方を確認します。

○参加者全員の抱負を披露し合います。

② 9月12日 地域福祉の現状を考える ○地域福祉の具体的な課題について、参加者の体験を

交えて議論します。

③ 9月26日 共に生きるための人間論 ○二宮尊徳の無利息融資制度を中心として、問題解決の

発想を探ります。

④10月10日 地域経済の自立を考える ○自立した地域経済の将来像について、農業の可能性

にも注目しながら、明確化していきます。

⑤10月24日 人間の生きる場としての地域とリーダー ○前回の話し合いを具体的材料としながら、地域で共

に生きることの意味を探ります。

○他者の話に耳を傾ける姿勢や能力（傾聴力）の開発

⑥11月 7日 特設セッション：コミュニケーション ・強化のため、ベテランの医療ソーシャルワーカー

能力増強講座「傾聴力を高める」 による訓練を経験していただきます。これにより、

次週ワークショップの効果を高めるための準備をし

ます。

⑦11月14日 第１回ワークショップ ○これまでのセッションの議論を踏まえながら、地域

――地域社会のリーダーとは？ リーダーに求められる資質について、多様な視点を

共有します。

⑧11月28日 二宮尊徳における希望の語り方 ○地域への愛着と底力を高めるための希望の語り方

を、具体例を通じて探ります。

⑨12月12日 希望の力を考える ○前回の議論をうけて、希望の力とリーダーの役割に

ついて、思索を深めます。

⑩12月26日 政治家・行政リーダーの資質を考える ○様々な実例をレクチャーで取り上げ、それを手掛か

りにしてリーダーに必要とされる資質を探ります。

⑪ 1月 9日 リーダーと幸福 ○地域に暮らす人々のために力を尽くすリーダーにと

っての幸福・生きがいについて、議論を深めます。

⑫ 1月23日 第２回ワークショップ ○これまでのセミナー全体をふりかえります。

――地域の発展をめざして ○ふりかえりを踏まえて、地域の発展の望ましいあり

方について話し合います。

⑬ 2月 6日 シンポジウム・閉講式 ○数名の専門家による講演を行ない、それと前回ワー

クショップの議論を踏まえ、講演者との討論を通じ

て、地域の未来像を探ります。

＊セッションのテーマ・内容については、一部変更の可能性があります。


